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【権 田】本 日は、科学技術会議 で大変お世話にな ってお ります名古屋市科 学館館長 であ り、また中
部大学教授 でい らっ しゃいます樋 口敬 二先生に ご来所頂 きま した。今回は人材 と創造性 に関 しま し
て率直 なご意見 を伺 えれば と思います。
【樋 口】創造的な人間 とい うのは組織 としていいのか ど うか とい う問題 を考えてみ ては どうで しょ
うか。
【権 田1具 体的な話 の一つ として、 日本 の将来に とって ノーベル賞を もらえるよ うな人 をた くさん
つ くる ことが、ほん とうに 日本に とっていい ことなのか どうか と言 うよ うなこ とですね。
【樋 口】創造性の ある人間、 ノーベル賞 の問題 です ね。私 は出身が京都 なんでね。朝永 、湯川 それ
に江崎玲於奈 とい った方々は私 と同 じ三高(旧 制 第三高等学校)出 身なんです。
【権 田】何 で関西 に集 中す るか とい うことですね。
【樋 口】そ こがお も しろい ところで して、湯川 さん と朝永 さん と同期で、数 学の先生 で小堀憲 とい
う先生か らこんな話 を聞 きま した。 この先生は、数 学の中でも特 に数 学史をや ってま して、朝永 さ
ん と親 しか ったんです。それ で、朝永 さん に小堀 さんが聞いた とい うんです。 「どうして湯川 とか
朝永みたい に、京都 か らノーベル賞 を もらうよ うな研究者が 出るのかね」。 そ うした ら、朝永 さん
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が答 えたの は、 「東大の連中なんて、能力 か らいった ら僕 よ りも上 かも しれない。で も、大変言 い
に くい け ど、東大 とい うのは先生が非常に偉 くて、先生の考えを展 開す るので、 ある面では弟子 た
ちを 自分の仕 事の下請に使 っちゃった ところがある。それに対 して、京都の先生方は好 きな ことを
や らせて くれた。だか ら、僕 らや湯川は好 きなこ とをや ったか ら伸 びて、 ノーベル賞を もら うよ う
なこ とがで きたんだ」 と言 うわけです よ。 そ うい う話が あるんです。
【権 田】京都 の人 とい うのは、権力 とか権威 とい うもの を根 本的にまず信用 していないで しょ う。
どうも僕はそ のへんが基本的に違 うん じゃないか とい う感 じがす るんですが。
【樋 口】た しか に冷や かに見ていますね。最初 のご質問へ戻るんです が、創造性 があ るとい うのは
どうい うこ とか とい うと、少 な くとも人 と変 わったこ とを考え よ うとい うのが基本なんです ね。 と
ころが、 日本 は しば しば同 じ意見 になる傾 向が強 い。だ けど、それ をもって創 造性がない とは言 え
ないんで、何 か をや るときには強い場合が あるんです よ。例 えばチー ムワー クを組んで、ばっ とい
くよ うな仕 事 に対 しては、一致 した方が競争 に強 い可能性 があ る。 だけれ ど、 り一ダー は どち らが
いいかわか らないんです よ。創造性の ある人間が必ず しも リーダー であるか どうかはわか らない。
しか し、少な くともグル ープの中に創造性 を持 ってい る人間がいる必要が あるとい う気 はす るんで
す け どね。
一番創造性 の出て くる とい うのは、 これ はまた言い にくい話 なんだけ ど、素質が ものす ごく効 く
と思います ね。要す るに素質 があっては じめて、何 をや って もいいよ とい う環境 で仕事 ができる。
朝永 さんが言 われた よ うに、 「お まえ、今 日話 した この課題 を解 け、おれは こ うい う全体像 を持 っ
てい るか ら、おま えは これ これ これ」 と分担 させてや ろ うとい う進 め方 とは違 うわけです よね。好
きな よ うにや らせ る、そのかわ り、だ めになっても面倒 を見ないよ と言 うよ うなつきはな した とこ
ろが ある。
【権 田】その辺が、ある意 味で ヨー ロ ッパ の個人主義 とい うか、イ ンデ ィ ビジ ュア リズム とい うも
の と非常に共通 している ところがあるよ うですね。 これが もし義理人情の浪花節 じゃ、創造性 は出
て こない と思います ね。
【樋 口】分 担 させ て仕事 を させ た ら、面倒 を見 ないとい けないで しょう。っま りある意 味 じゃ組織
の一部分に してい るとい うこ とです。
【権 田】人 に頼 っちゃだめだ とい うこ とです ね。
【樋 口】 ええ。だか ら、創造性 なんて難 しいこ と言 うけど、結局、 自分で考えて、だれ もや らなか
った こ とをや るとい うのが創造 性なんです か ら。
【権 田】だ けど、 日本 の将来を考 えた ときに、東京型 の グルー プダイナ ミックス とい うか、み んな
でで きる、や らせ るといい とい うの と、京都型 の個性 の強いの と、 日本の姿は どっちなんで しょう
か。両方なんで しょ うかね。
【樋 口】今 の よ うに、 日本はいつ もノーベル賞 とい うの にあこがれ があるわけです よ。考 えてみ る
と、 ノーベル 賞 とい うのは常に個人か、せ いぜ い2人 か3人 で しょう。 グルー プ じゃないんです よ。
だか ら、あ あい うタイプの研究 が評価 され る分野 と、そ うじゃな くて、 グルー プで推 し進 めなけれ
ば しよ うがない分野 と、僕 はある と思います よ。
【権 田】ところが、学問が今 どん どん先端化 して進んでいる と同時 に、別 の言 い方をす る と、 自然
科学 と社会科 学 を統合 しない と何 ともできないよ うな分野ができつつ ある。 そ うなる と、これ はま
た別 の意味で独創性 のある人間でなか った ら組 んでい けない。今度 は異種の人間が集 まって創造的
な仕事 をす るときは、別 の意味 で独創性、頭 が柔軟でなかった らだ めだ と思います。
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【樋 口】っ ま り自分で一人で考 えて学 問の先端 を開 くよ うな、そ うい う意味の独創性 と、そ うじゃ
な くて、いろんな連 中 と交流 しなが ら新 しい科学 をつ くってい くよ うな タイプの独創性 がある。突
き詰 めてい く、いわゆる変わ り者型 の研究者 とは違って、いい意味の協調性 があって、人 と組み な
が ら、なお かつ 自分 を失わない よ うな タイ プの研 究者 が要るよ うな気が します。
【権 田】今 の教育 だ と、 どうも自由にや らせ るとい うことを履 き違 えてい るき らいが あるよ うに思
えます。
【樋 口】それ か らもう一つは、分野 を動 くとい うことね。僕 は、出たのは物理 なんです よ。学位 は
物理 で とって、氷 の物性 をや った。 ところが、気象学 に移 って、水の一形態 である降 って くる雪 を
や り、氷河 をや ったんです よ。僕 は、 よく言 うんです が、学 問は好 きじゃないんです よ。物理 あ り、
気象 あ り、それ か ら雪氷学 とかの学 問ではなく、雪や氷 とい う 「もの」が好 きなんです。
しば しば 日本人 の場合は学問の一つの専 門の 中で研究 を続 けますね。僕 なんかは、専 門は変 わっ
て も、対象 は一貫 してい るんです よ。雪や氷です か ら、ず一 つ と一貫 しているんです。
【権 田】僕 は専門は、学部の ときは核磁気 をや っていたんです よ、NMRを ね。核の磁性 の科学。
それ か ら生物物理学 に移 りま して、それで微生物をいろいろい じってま して、そ の後か ら生物の水
の話 に入 りま してね。生物の 中の水 って、お も しろくてものす ごく不思議 なんです。結局 、生物 と
い うのはシステムそ のものだな とい うことにな って、システム理論に入 っていったんです。 そ して
システム理論 のほ うか ら政策科学へ入 って きたわけです。
【樋 口】なるほ ど、そ うなんですか。
【権 田】だ か ら、や ってい ることは本 人は同じことをや っているっ も りなんです が、 どうも端か ら
見る と全然違 うこ とをや ってい るよ うに思 われています。
【樋 口1僕 は、も とも とこ うい う道 に入 ったのは、寺田寅彦 の文章が好 きでよ く読んだ のが きっか
けなんです。 それ か ら、 中谷宇吉郎 とい う寅彦門下の先 生の下で雪 と氷 の研究 を しま した。 この 中
谷先生 は基礎研究 か ら対策まで考える とい う点で、寅彦 よ りも広いんです。社会的な要請みたい な
ものにまで ちゃん とこた え られた とい うこ とに感 心 しま した。
【権 田】そ うい う意味で、 どうも日本 とい うのはその辺 が無視 され る傾 向があ りますね。た だ、科
学が芸術 に近 くて、経済的な価値 を生 んで いない ときはよか ったんです ね。 しか し、科学が金 にな
るよ うになってきてか ら、話が ど うもおか しくな ってきたよ うです。
【樋 口】そ うです。金 にな り、 しか も国力 にな るよ うになった ときか ら変 わって きた。地域振興 と
科学技術が結 びつ くとかですね。 昔な ら、科学なんて、早い話が役 に立たない。む しろそ うだった
のが、今、役 に立つ よ うにな ったで しょう。
【権 田】 この点で、科学者が ある意 味で堕落 しっっある とい うことです かね。
【樋 口】っ ま り、お金が要 る とい うことのた めに、逆 に言 うとお金 に追 われ て しま うとい うところ
があるで しょう。 それ を どうす るかです よ。
【権 田】ただ 、科学技術 がお金 になる ようにな ってきてか ら、 も う今 は、アメ リカで も ドイ ツで も
イギ リスで も、ほ とん ど大学の先生 はダブルイ ンカムなんですね。 一方、 日本 は、 どうもまだ研究
をや る人 は仙 人で 、清貧 に甘ん じて、金や給料は安 くたっていい じゃないか、文句が あるんだ った
らや めた らいい じゃないか とい う考え方が ある。僕 はこれ は基本的に間違 ってい る と思 うん ですが 、
その点 は どうです か。
【樋 口】僕 はその辺 の ところが2点 あって 、1つ は、あなた の言われ ているよ うに、 もっ とお金 を
もらって もいい とい う生 き方 もあるし、 もう一つは ロマ ンチ シズムがある と思 うんです。特 に地球
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の上 とい うのは、いろん なまだまだわか らない ところがあるで しょう。 その意 味で、お金 とは別 に、
僕 なんかはまだ ロマ ンチ シズム とい うのはあると思っているんです。地球科学 と言 いなが ら、未来
学をや った り、あるい は研 究論をや った りして、そ うい う広 が りを持てる よ うなお も しろい発 想 を
楽 しむ。そ んな人 は最近少な くなってきた と思いますね。
【権 田】 どうも最近、大物がいな くなったのか、いるんだ け ど、みんな人の言 うこ とを聞か なくな
った のか どうか分か らないんですけ ど、今の人 とい うのは、先生の話を聞いて感激す る人が減 って
きた んで しょうか。それが原 因かも しれないです ね。
【樋 口]あ る面で は対象が多様 で広 くなった。 それ に対応す るよ うな広 が りを持 ってい る人間 とい
うのが、理系で特 に育ちに くいのかな とい う気が しますね。
【権 田】 とい うのは、いい研 究者 とい うのはいい弟子 を育て るで しょう。 その弟子がまた次の弟 子
を育て るで しょう。 非常に影響力が大 きい と思 います。そ うい う意 味で言 うと、今、いい研 究者 と
い うのはいい弟子 を育てているんで しょうかね。
【樋 口 そ うい う点では、組織 の枠 を越 えた研究 プロジェク トへの参加 を通 じて、弟 子 とい うの と
は違 った形 で研 究者 が育っている と思います。
【権 田】あ る意味で 日本 の官僚 が優 秀なのは、 くるくる所属 を回す か ら、 あれ で人材 の育成 をす る
わけです。 日本の場合 、致命的 なのは、問題 を解 く能力には優れ ているのです が、問題 をっ くれ と
い った ときに、問題 を創れ る人 が減 ってきてます。今 の教育だ と、問題 を解 くことに才能 が生 か さ
れ るよ うになっています。 日米交渉なんか、いい例だ と思います よ。アメ リカは次々に 日本へ 問題
を解 くよ うに宿題 を出 して くる。本能的に 日本の官僚 は、それ を解 こ うとす るわけです ね。 これ は
官僚 に とってマイナ スで、問題 を解 け るん じゃな くて、問題 を創れ る、や は りそ うい う教育 をや ら
ない と 日本 は とんでもないことにな るん じゃないです かね。
【樋 口】ほん とですね。それ には、 さっきの話へまた戻 るんです けど、創造性 がある人 が協調性 を
もってグルー プをひ っぱ って新 しい課題 をつ く り出 していけるか とい う話 になるわけです よ。 これ
か ら新 しい タイプの学問 を進 めてい くには、そ うい う リーダー シ ップが要 るんです よ。 しか も、悔
しいけ ど、 アメ リカ とか ヨー ロッパ にはそれが育つ風 土があるんですよ、予備軍 としてね。
【権 副 い わゆるク リエイテ ィブデ ィス トラクシ ョンですね、創造 的破壊 ので きる、そ うい う風土
が どうして も 日本には必要です。 これ は少 し考 えない といけませんね。
【樋 口】私 もそ う思いますね。
【権 田1本 目は、大変興 味深 いお話 し有 り難 うござい ま した。
【樋 口】いや いや 、 こち らこそお も しろい話を有 り難 うございま した。




1.レ ポ ー ト紹 介/HighlightoftheNewReport
生活 関連 科 学 技 術 課題 に関す る意 識 調 査(中 間報 告)(NISTEPREPORTNo.40)
1.調 査 目的
科学技術 会議 の第18号答 申においては、科学技術 と人間 ・社会 との調和 を図 ることが重要課題 と
して位 置づ け られ 、政府 の方針 において も、生活者重視型の政策の推進が示 されてお り、この趣 旨
に沿い科学技術政策 の展 開を図るこ とが求め られ てい る。
このため、本調 査は、人間 ・社会に関わ りの深 い研 究課題 の抽 出を行 い、一般国民及び有識者の
意識 を調査す ることに よ り、人 間 ・社会に関わ りの深い科学技術 の総合的 な推進方策及び各研究課
題に係 る施策の立案 に資す る ことを 目的 として、2カ 年計画で実施す るもので ある。
2。調査方法
本調査の実施に当た り、調査 の実施方針等 につ いて助言を得 るため、科学技術政策研 究所 内に有
識者5名 か らな る 「生活関連科学技術調査 委員会」 を設置 している。
初年度(平 成6年 度)に お ける一般国民へのアンケー ト調査の方法 は、次の通 りである。
①実施時期:!995年2月11H～3月5日
対象者:18歳 以上70歳 代 まで の一般 国民2040人
(地域ブ ロ ックを考慮 した全国24市 町村(全 国の市町村か ら無作為抽 出)を 対象)
回答者:1249人(回収 率61.2%)
調査手法:訪 問留置 法(同 一のア ンケー ト対象者 に対 して2回 に分 けて調査 を実施)
②第5回 技術 予測 調査(1991年7月か ら1992年1月にかけ約3300人 の専門家 に対 しアンケー ト調
査 を実施)の 未来技術1,149課題 の中か ら、人間 ・社会に関わ りの深い未 来技術 として191の未来技
術 を抽 出し、早期 実現期待度 、生活 との関係 に対す る意識、実現す るこ とに対 して抱 く不安 ・心配
について質問す るとともに、併せて、制度面や各領域 に関す る質問も行 った。
3調 査結果(概 要)
(1)一般 国民へのアンケー ト調査
①191の生活 関連科学技術課題 に関す る一般 国民の意識
ア.早 期実現期待 度
191課 題 について、専門家 が実現 を予測 した時期 よ り早 く実現 して欲 しい と思 うか 、早期実現
への期待度(吟 ず ぐにで も実現 して ほしい」 、 「予測 された時期 より早 く実現 して ほ しい」、
f予測 され た時期 ぐらいに実現 して ほ しい」、 「予測 された時期よ り遅 くて構わない」 、 「実現は
ず っ と遅 くて も構 わない」)に ついて質問 し、早期実現期待度指数 として、上記の回答 に対応 して 、
+10、+5、0、-5、-leの点数 を付 し回答者 の平均値 を求めた。
a)早期実現期待度指数 の高い課題(上 位30課題)
「地震予知jな ど防災分野10課題、 「がん予防薬」 な ど医療 ・福祉分野9課 題、 「重油汚染海域
修復」な ど環境保全 分野9課 題 、その他2課 題 となってお り、安全 ・安心追求型の課題 に対 して、
専門家の実現予測 時期 よ り早 く実現す ることが強 く求 め られ ているこ とがわか る。(表1参 照)
b)早期実現期待度指数 の低い課題(低 い順に30課題)
「小規模 学校用生徒役 ロボ ッ ト」、 「ベ ビー シ ッター ロボ ッ ト」な ど行動省略 ・ロボ ッ ト化、 コ
ミュニ ケー シ ョン簡単化 といった人間 の触れ合 いな どに科学技術 が介在す るものや、 「大深度地下
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都 市」、 「超 々高層 ビルjな ど、ある意味で 「現行の居住環境 の枠 を超 えた未 来技術 」に関 しては、
専門家の実現予測 時期 よ り遅 くなって も構 わない と考え られ ている。






















































































































































































































191課 題 について、私 たちの生活 とどれ くらい関係がある と思 うか 、生活 との関係 に対す る意
識(1大 いに関係 がある」、 「ある程度関係がある」 、 「どちらでもない」、 「あま り関係 がない」、
「全 く関係 がない」)を 質 問 し、上記の回答 に対応 して、生活 関連度指数 として、+10、+5、0、-5、
-10の点数 を付 し回答者 の平均値 を求 めた。
生活 関連度指数 の高い課題(上 位30課題)は 、 「フuン 代替 品」 な ど環境保全分 野12課題 、 「地
震予知 」な ど防災分野9課 題、 「がん予防薬」 な ど医療 ・福祉分野6課 題、その他3課 題 となって
お り、早期 実現期待度指数 の高 い課題 とほぼ同 じよ うな課題 となってい る。
また、生活 関連度指数 の低 い課題(低 い順 に30課題)に ついても、早期実現期待度指数 の低 い課
題 とほぼ同 じよ うな課題 となってい る。
ウ.技 術 の実現に対す る不安 ・心配
3割以上の人が不安 を感 じてい る課題 が半数 に達 してい る。 要因別 に次 に例 示す る。
a)「能力 が低 下 した り怠惰 になる」 例 「家事 ロボ ッ ト」(48.3%)
b)「環境悪化や健康上 の支障が生 じる」 例 「大深度地下都市」(48.0%)
c)「プライバ シーが侵害 され る」
d)「犯罪や事故 が増 える」 例
e)「人間的触れ合 いが減 る」 例
f)「文化 、倫理 面で問題が生 じる」
エ.ク ロス集 計結果
例 「パ ー ソナ ル移 動 電 話 」(28.6%)
「特 定 道 路 で の 高速 リニ ア 自動 車 シ ステ ム」(30.6%)
「孤独 緩 和 用 対 話型 ロボ ッ ト」(54.7%)




a)男女 の早期実現期待 度指数 の差が大 きい課題 の上位15課題 中、女性 が男性 に比べて高い ものにつ
いて は、7課題 が高齢者や子供の健康 な どに関す る分野 となってい る。他 方、男性 が女性 に比べ高 い
もの については、社会 基盤 の充実や仕事の効 率向上 を指 向した課題 が多い。
b)60歳以上の人が18～29歳までの人 に比 し、早期実現期待度指数 が高い課題の上位15課題 中、福祉 、
生活安全等に関連 した分 野が10課題 となっている。
c)「製品の動 く構 造や動 く仕組みな どに対す る関心」の高い グルー プが関心の低いグループ よ りも
早期 実現期 待度指数 が高い課題 の上位30課題 中、早期実現期待度 の高い ものには、 「動植 物絶滅 防
止」 な ど社 会課題型 といえる課題が見受け られ る。
② 制 度 面や 各領 域 の視 点 か ら見 た 生 活 関連 科 学 技 術 に 関す る 一般 国 民 の 意識
ア.「 地球 と調和 した 人 類 の 共 存」 や 「安 心 して 暮 らせ る潤 い の あ る社 会 の構 築 」 の 目標 に 対す る
科 学技 術 の貢 献(こ れ まで の貢 献 の評 価/今 後 の貢 献 へ の期 待)
過 去 の貢 献 に対 す る評 価 で は 、 「あ る程 度 貢 献 して き た」(51.2%)とす る もの が 最 も多 い が 、 将 来
の役 割 へ の期 待 にお い て は、f大 い に貢 献 す るべ き」(54.3%)とす る ものが 最 も多 くな って い る。
イ.一 般 国 民 へ の情 報 提 供
地 球 ・自然 環 境 、資 源 、 健 康 ・医療 、生 活環 境 、 防 災 ・安 全 対 策 な どの分 野 の科 学 技 術 に 関 して
情 報 が十 分 に提 供 され て い る と思 うか との 質 問 に 対 し、 「い い え」(62.3%)の回答 が過 半数 とな って
い る。 「い い えjと 回 答 した 人 に 「どの よ うな こ とを望 む か」 を質 問 した とこ ろ 、 「安 全 性 、社 会
へ の 影 響 な どの情 報 提 供 」(73.0%)や「新 聞 、テ レ ビな どに よる積 極 的 報 道 」(63.9%)を要 望 す る意
見 が 多 くな って い る。
ウ.一 般 国 民 の希 望 に 対 す る適合 性
上 記 の分 野 の科 学 技術 に 関 して 、一 般 の 人 々 の 多様 な希 望 に沿 っ た も の にな って い る と思 うか と
の 質 問 に対 し、 「い い え」(41.2%)の回答 が最 も多 数 とな っ て い る。 「い い え」 と回答 した 人 に 「ど
の よ うな こ とを望 む か 」 を 質 問 した とこ ろ、 「科 学 技 術 の発 達 に伴 う人 間生 活 へ の 影 響 に関 す る評
価 の 実 施 」(73.7%)が最 も多 く、 「広 く世 論 を聞 くた め の調 査 の実 施 」(54.1%)も半 数 以 上 と なっ て
い る。
エ.豊 か で ゆ と りの あ る暮 ら しを して い く上 で 、 もっ と力 を 入れ る こ とを望 ん で い る科 学技 術 の領
域
第 一 に健 康 ・医療(72.8%)、つ い で 災害 対 策(69.6%)、環 境 保 全 と資源 エ ネ ル ギ ー の有 効 利 用(67.
1%)、高 齢 者 ・障 害 者 等 の 生 活 支援(62.9%)の領 域 に対 して 、 もっ と力 を入 れ る こ とを望 む 人 の割 合
が 高 い値 とな って い る。 これ に、 住 宅 ・住環 境(38.8%)、交 通 ・物 流(36.4%)、労働 環 境(29.5%)
が続 き 、 教育 ・余 暇(21.3%)、情 報 ・通信(21.1%)、消 費 生活 ・家 事(19.9%)の領 域 の 科 学 技 術 に も っ
とカ を 入れ る こ とを望 む 人 の割 合 は相 対 的 に低 い もの とな っ て い る。
オ.高 齢 者 ・障害 者 の暮 ら し と科 学 技術
「災 害 時や 緊急 時 にお いて も安 心 で き る よ うに な る」(74,7%)や「看 護 ・介護 が容 易 に な る」(71.
3%)を望 む 人 の 割 合 が 高 く、 「高齢 者 や 障 害者 が働 きや す くな る」(57.5%)、「健 康 の維 持 ・増 進 が
図 られ る」(50.6%)、「日常 の製 品や 住 宅 、 施設 等 が利 用 しや す くな る」(45.9%)などが これ に続 い
て い る。 これ らか ら、安 全 ・安 心 の確 保 が、 利 便性 の 向上 よ り強 く望 まれ て い る こ とが わか る。 な
お 、191課題 を分類 す る と、 各選 択 肢 に共 通す る もの と して 、基 本 的 生 体機 能 に 関す る課題 が あ る。
カ.日 々 の仕 事 と科 学 技 術
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「労働環境 の健康 ・安全面 における改善 が図 られ る」(63.2%)や騒 動 ラ ッシュ、通勤時間等 の通
勤環境 の改善 が図 られ る」(50.5%)を望む人の割合 が高 くな ってい る。 なお 、60歳以上の人におい て、
「仕事場 にお ける労力 の軽減が図 られ る」(36.0%)や「科学技術 の急速 な進歩等 に対応 した技術 を習
得す る仕組み が作 られ る」(36.4%)などを望む人の割合が、18～29歳や30～59歳の人 よ り高 くな って
いる。
キ.資 源有効利用 ・廃棄物処理 と科 学技術
「資源 の再利用がふ える」(79.1%)、「廃棄物 に よる環境 への影響 が低減 され る」(78.7%)、「ゴ
ミの分別 ・収集が清潔 ・簡単にできる ようにな る」(68.0%)などを望む人 の割合が高 くな ってい る。
また 、 「製 品な どが長 く使 えるよ うになる」(43.3%)や「少ない資源 で製 品な どが作 られ る」(42.2
%)を望む人 の割合 は、4割 強 となっている。
③ 中間報告 のま とめ一生活関連科 学技術政策の樹立に向けて
ア.生 活関連科学技術 におけ る防災、健康 ・医療、環境 、福祉 の分野の重要性
従来 の調査 において も、 これ らの分野 を一般 国民が重要 と考 えてい ることが示 され たていたが 、
今 回の調査 によ り、個別 課題 レベル でも、 これ らの分野 の科学技術 について、専門家 の実現予測 時
期 よ り早 く実現す ることが求め られ ていることが示 され た。
イ.生 活関連科学技術 の対象課題
一般 国民 において、 「生活 」 とい う概念が、環境 、防 災等 を含 めて幅広 く理解 されて いるこ とが
示 された。
ウ.生 活関連科学技術推進 にあたっての留意点
技術実現に対 しての不安 ・心配へ の対応 や、情報提供等の諸制度 の充実 を図 ってい く必要が ある。
H.そ の他/OtherT◎pics
○海 外出張
・8/15～9/1権田第2研 究 グル ープ総括主任研 究官(ア メ リカ)
地域科学技術政策 に関す る共同研 究打合せ
・/21～/26丹 羽所付(韓 国)
渡辺第3調 査研 究グルー プ総括上席研究官(韓 国)
韓国の科学技術政策調査
編集 ・発行 科 学 技 術 庁 科 学 技 術 政 策 研 究 所 「政 策 研 ニ ュ ー ス 」 編 集 委 員 会
(担当:情 報 分 析 課)






この用紙 は 、環境 保護 と資源 の有効活用 の為 、再 生紙 を使 用 して います。
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